
重要な水産資源であるスルメイカ Todarodes pacificus の
来遊量を予測するためのデータは，主に調査船調査で得ら

れている。現状では，1日の調査実施点数は，いか釣りで

1崖2点，表層トロールで数点に限られる（山下ら，2012）。

しかし，本種の太平洋での分布は日本沿岸から東経165゚付

近までと広い（森，2008）。その結果，局所的に集群する

イカ群を見落としやすい状況にある。この問題を改善す

る方法の1つとして，調査線上の分布を連続的に把握する

計量魚群探知機（以下，計量魚探）の調査がある。

計量魚探の調査では，得られたエコーグラムから対象種

の反応を識別する技術や知見が必要となる。エコーグラ

ムの種判別は解析結果の信頼性を左右する重要な要素で

ある。しかし，スルメイカは鰾を持たないために音響反応

が弱く（Foote，1980），その反応を識別して抽出すること

は難しい（川端，2003，藤野ら，2010）。本研究では，道

東太平洋におけるスルメイカのエコーグラムの反応を，い

か釣りによって確認し，その特徴を検討した。
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We measured daytime echoes of Japanese common squid Todarodes pacificus off the Pacific coast of eastern Hokkaido in 2009 
and 2011. We recorded the echoes of squids with approximately 15-25 cm mantle length, occurring at a depth of 15-100 m and 

temperature of 3-12°C, in the water column over the continental shelf. These echoes, which ranged in height from approximately 10 

m to 50 m, were distinguishable from the small echoes of the other marine organisms, which aggregated near the surface and upper 

layers.
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Fig.1 Survey area and acoustic transect lines off the Pacific 
coast of eastern Hokkaido. The shaded region indicates 
the acoustic survey area. Solid lines indicate transect 
lines off Hiroo and Ootsu in August 2009 and 
August 2011. Arrows (stations A-E) and black dots 
(stations a and b) indicate squid jigging points and 
temperature observation stations, respectively.

Table 1 Research dates and time, locations, and number of 
jigged individuals off the Pacific coast of eastern 
Hokkaido, in 2009 and 2011.
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室で解凍して外套長を測定した。いか釣りによって本種

がまとまって釣れたときのエコーグラムの反応を本種の

反応と判断した。本研究では，道東太平洋に設定した調査

海域の中で，スルメイカが多く釣れた2009年の広尾沖

と2011年の大津沖の調査線上の調査点（Fig.1, Table 1）に

おけるEK崖60で再生したエコーグラム（スレッショルド

は崖70dB）を用いた。ただし，補助的に用いたカラー魚

探による干渉反応がエコーグラム上に見られたため，TS

やSVなどの音響反射強度についてはほとんど検討できな

かった。

結　果

2009年は道東太平洋において16ヶ所のエコーグラムの

反応に対していか釣りを行い，4ヶ所でスルメイカが釣れ

た。2011年は24ヶ所のうち6ヶ所で本種が釣れた。

Fig.2のA崖Eに，本種がまとまって釣れた2009年の広尾沖

のst.A崖C，および2011年の大津沖のst.D，Eについて，イ

カと考えられる反応の出現からいか釣りを行った時のエ

コーグラムを示した。なお，すべてのエコーグラム全体に

多数見られる小さな点状の反応は，カラー魚探の干渉反応

である。また，主に釣獲時の海面から深度10 m付近までの

赤色の帯状の反応は操船にともなう泡の反応と考えられ

る。

Aでは深度60崖100 mに反応（細い矢印）が現れ，反応

上に戻って停船し（曲線の矢印），仕掛けを2回降ろした結

果，4個体のスルメイカが釣れた。海中に降ろした仕掛け

が船体の下に入り込んだため，仕掛けの反応がエコーグラ

ムにV字状に映り，仕掛けがイカ群と考えられる反応（太

い矢印）のある深度80 m付近に達した。

Bでは深度15崖25 mと80 m前後に反応が現れ，反応上に

戻って仕掛けを深度80 mまで1回降ろしただけで，112個体

のスルメイカが釣れた。この時に，反応は深度20崖60 mに

見られたが，仕掛けの反応も含まれている可能性がある。

Cでは深度15崖100 mに3つに分かれた反応が出現し，仕

掛けを深度80 mまで降ろし，27個体のスルメイカが釣れた。

釣獲時に深度15崖30 mに見られたイカ群と考えられる反応

は，停船前に同じ深度に出現した反応と形状が似ていた。

Dでは深度60崖95 mに2つの反応が出現し20個体のイカ

が，Eでは深度50崖100 mに1つの反応が出現し32個体のイ

カが釣れた。イカ群と仕掛けと考えられる反応が見られ

た。

両年を通じて，深度30 m以浅の表層に現れた小さな反応

の集まり（Fig.3上図）を対象に12ヶ所でいか釣りを行っ

たが，イカは釣れなかった。また，数ヶ所で出現した鉛直

方向に15崖30 mの細長い反応（Fig.3下図）でもイカは釣

れなかった。

スルメイカの反応が出現した水温は，2009年に反応が出

現した深度（15崖100 m）では約3崖12℃，2011年の出現深

度（50崖100 m）では約3崖6℃であった（Fig.4）。

B崖Eで釣れたスルメイカの外套長は，範囲が15崖25 cm

台，モードが20 ㎝台（C崖E）と22 cm台（B）であった

（Fig.5）。

考　察

計量魚探で対象種の分布を把握するためには，対象種の

反応を識別するための技術や知見が欠かせない。本研究

では道東太平洋におけるスルメイカと考えられるエコー
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Fig.4 Vertical profiles of the water temperature at station a 
(solid line) in August 2009, and station b (broken line) 
in August 2011. See Fig. 1 for the station locations.

Fig.5 Mantle length distribution of Todarodes pacificus 
echoes recorded off the Pacific coast of eastern 
Hokkaido in August 2009 (stations B and C) and 
August 2011 (stations D and E). See Fig. 1 and Table 1 
for the station locations.



グラムの反応の例を示した。他海域におけるスルメイカ

の計量魚探調査（川端，2003，藤野ら，2010）から，本種

は38kHzの計量魚探に映ることが示されている。本研究

では，反応の真上にある船から，いか釣りの仕掛けを反応

の深度を通過するように降ろして釣獲の有無を確認する

方法を用いて，本種を確認した。仕掛けを海中に数回降ろ

すだけで，多い時には数十個体かそれ以上のスルメイカが

釣獲された。これらのことから，本研究の種確認は信頼性

が高いと考えられる。

8月の道東太平洋の大陸棚周辺における外套長20cm前

後のスルメイカの昼間の反応は，深度では15崖100 m，水

温では3崖12℃の範囲に出現した。本種の反応の形状は層

状ではなく，高さが10崖50 m程度で1つまたは複数の反応

の塊として識別可能であった。また，表層の小さい反応の

集まりは本種の反応ではないと考えられた。

なお，Echoview（Myriax社製）を用いてst.Eで出現した

反応の体積後方散乱強度（SV）の頻度を見たところ，モ

ードは崖64から崖61dBに見られた。カラー魚探の干渉反

応は点状であるため，SVのモードに大きく影響してない

と仮定すると，この値は三陸沖のスルメイカについて多く

見られたSVである崖65から崖60dB（川端，2003）とほぼ

一致していた。

三陸沖における夏の日中の本種の分布は，主に水深

150崖250 m前後の海底付近に出現すると報告されている

（川端，2003）。本研究での出現深度はこの報告よりも浅く，

海底から離れていた。この理由として，本種が道東太平洋

の100 m以深にある3℃以下の低水温域を避けている可能

性がある。実証的な研究が今後の課題として残された。

これまでに報告されているスルメイカの反応（川

端，2003，藤野ら，2010）は，海底付近を広範囲に抽出し

たものが多かったため，底魚類など他の生物の反応も少な

からず含まれることが懸念される。一方，本研究の道東太

平洋で得られた反応は，中層の比較的独立した反応として

識別することができた。ただし，この海域の海底付近にも

スルメイカが分布するなら，その反応の識別方法について，

更なる調査研究が必要である。

本研究によって道東太平洋におけるスルメイカのエコ

ーグラムの反応の特徴の一部が明らかとなった。これら

は本種の計量魚探調査を実施して解析を進める糸口にな

る。さらに精度の高い解析のためには，本種について音響

干渉のない計量魚探データを収集し，TSやSVなどの音響

特性を種判別や分布量推定に活用する必要がある。
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